
中学校 数学科 JSL 実践事例 

平成 19・20 年度 JSL カリキュラム実践支援事業実施報告書【授業実践】 

 
実施団体名【 堺市教育委員会 】 

 
1 学習活動の実際 

（1）学習指導要領での指導学年と領域  第 2 学年（ C 数量関係（2） ） 
（2）単元名または活動名  「 確率 」 
（3）対象生徒の実態 （2 人） 

第 2 学年  国籍（ 中国 ）母語（ 中国語 ）在籍年数（1 年） 

A ・中学校第 2 学年の 4 月に編入，週 9 時間抽出し日本語指導，初級終了間際 
・理解力は高く，まじめに取り組む。学習方法は大雑把だが，数学は得意である。

・プリント形式の宿題は大体してくるが，自主的な家庭学習はしない。 
第 2 学年  国籍（ 中国 ）母語（ 中国語 ）在籍年数（１年） 

 

B 

・中学校第 2 学年の 4 月に編入，週 11 時間抽出し日本語及び教科指導，初級終了

間際 
・理解力は低くないが，学習には，主体的でなく，間違いも多く，定着も遅い。編

入時期の関係で，中学校第 1 学年の学習が抜けており，長期間の補習を行った。

・宿題はしてこないことが多い。 
（4）目標 
◇【数学科指導の目標】 
・手際よく，表や樹形図を書き，整理して考察することができる。 
・条件によって場合の数の変化に気づくことができる。 
・確率の求め方を理解し，一般化することができる。 
・表や樹形図をもとに，正確に場合の数や確率を求めることができる。 
・確率が 1 や 0 の場合の意味を理解し，確率の範囲がわかる。 
◆【日本語指導の目標】 
・確率の学習に必要な語彙を理解し，そのうちのいくつかを使うことができる。 
・指導者の発問に対する答えを文で説明することができる。 

 
2 学習活動 
指導者（日本語指導担当教諭）  活動方法（日本語教室に抽出して先行学習） 

全体の時間数（ 3 時間 ）(3 時間の授業のあとに，副教材の問題集などで練習をした。) 

指導上の留意点 
 

学習活動の状況 

指導内容 
提示用教材(抜粋)

◇教科指導と支援 ◆日本語指導と支援 

《場合の数》 

（1.並べ方） 

①並べ方を変えること

で，何通りの並べ方が

あるか考える。 

ワークシート№1 １

・実際に色鉛筆で，思

いつくままに色を塗

ってみる。 

・着彩のための旗の枠線は，

本来，並べ方は 6通りである

が,多めに 10個ぐらい描いて

おく。 

 

・筋道立てて考えずに色を塗

ると落ちや重なりが出てくる

ことを体験させ，効率よく正

確に場合の数を求める必要性

を理解させる。 

・ワークシート横に単語訳を

つける。 

・プレゼンソフトによる提示

用教材で音声を視覚的に提示

する。 

・指導者の使用語彙を学習者

に合わせ制限する。 

・「並べ方」「全部で～通り」

を理解させる。 

一

時

間

目 

 
②表や樹形図の書き方

を理解し，場合の数を

正確に求める。 

・「簡単で正確に数える

方法を勉強します。」 

 

 

・樹形図の一部を見せ，続き

を板書させて確認させる。 

 

 

 

・「樹形図」という言葉を定着

させる。 

 

・「～通り」が使えるようにす

る。 



・樹形図を描いて描き

方を理解する。 

 

 

ワークシート№2 

 ２の問題で理解を

深める。 

 

 ３ 

 

・表を書いて描き方を

理解する。 

 

 

 

 ４の問題を解くこ

とで，理解を深める。 

・樹形図を書くとき，最初に

樹形図がどのように伸びるの

かを考えさせる。 

 

 

・シュートの結果が常に２通

りあることを理解させる。 

 

・４の問題が理解しにくいと

きのために，実際に数字を書

いたカードを用意しておく。

・表の縦と横に何をとるか考

えさせ，続きを板書させて確

認させる。 

 

・３では，同じカードが 2枚

ないので，表右上からの対角

線上の欄が消えることに気づ

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「2桁の整数」を理解させる。

 

・「～の位」を理解させる。

 

・0 が十の位にくると 2 桁の

整数にならないことを日本語

で説明させる。「01 は 2 桁の

整数ではありません。」 

二

時

間

目 

《場合の数》 

（2.組み合わせ方） 

①並べ方と組み合わせ

方では場合の数が違う

ことに気づく。 

ワークシート№3 

 １①，② 

・①と②の相違点を考

える。 

・並べ方と組み合わせ

方の二種類の問題が

あることに気付く。

 

 

 

ワークシート№4 

 ２,３,４の問題を

解くことで，理解を

深める。 

・前時の樹形図の描き方を復

習し，それぞれが班長になっ

たとき，副班長は何通りある

かを図を見て考えさせる。 

 

・②では①の半分になること

を理解させる。 

・②では，なぜ①の半分にな

るのかを考えさせる。 

 

・並べ方と組み合わせ方の問

題を見極めさせる。 

 

 

 

・２では，日本語で説明させ

る。また，五角形の中に五芒

星を書いたような樹形図も紹

介し書かせる。 

 

・「一人ずつ」の使い方を理解

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・「①と②はどこが違います

か。」 

・「どうして半分になります

か。」「○△と△○は同じだか

らです。」 

・「一人ずつ」の使い方を定着

させる。 

 

三 

時

間

目 

《確率》 

（1.求め方～2.範囲） 

①確率の求め方を考え

る。 

ワークシート№5 

 １①，② 

・①②から確率の求め

方を導き出す。 

 ２,３,４の問題を

解き，理解を深める。 

ワークシート№6 

 １ 

 

 

・「同様に確からしい」の意味

を十分理解させる。 

 

 

 

・確率が分数の形で表され，

分母が起こり得る全ての事象

の場合の数で，分子が期待す

るある事象の起こる場合の数

であることを理解させる。 

 

 

 

 

・「目の出方」という言葉を理

解させる。 

・「同様に確からしい」は重要

語句であるが，聴いて理解で

きる程度にとどめる。 

 

・「確率」という言葉を定着さ

せる。 

 

・分数の言い方を確認し，使

えるようにする。 

 

 

 



②確率の出し方を一般

化する。 

 ２ 

・具体的な数を文字に

置き換える。 

③確率の範囲を考え

る。 

 

 

④学習内容の確認 

ワークシート№7 

 ３,４,５,６の問題

を解き理解を深め

る。 

 

 

 

 

 

・確率の値が 0から 1までの

間で起こることを理解させ

る。 

 

 

 

 

・このあと副教材の問題を用

いて練習問題を解く。 

 

 

 

 

 

・「一個もない」の意味の確認

をする。 

 

・「確率 P の範囲は 0 から 1

までです。」 

 
3 成果 

① 対象生徒に対する成果 
・在籍学級での授業では，最初からあきらめたり，日本語のチャンネルを切ってしまうことが

ほとんどであったが，今回の先行学習で学習内容を十分理解したことで，日本語でもわかる

という自信がついたように思われ，在籍学級での授業を聞く態度にも変化が見られた。学習

そのものにも興味を持ち，練習問題にも積極的に取り組んでいた。 

・プレゼンソフトによる提示用教材を見ながら授業を進めることによって，問題や解説が音声

だけでなく視覚的に提示されるので，理解も早く，一度に記憶しなければならない量が軽減

され，教科内容の思考に集中することができたようである。 

・絶対的な語彙の不足に対して，いつでも確認できるようにワークシート横に中国語訳を載せ

たことで，学習者も安心して学習に取り組み，指導者も不明語彙の解説に時間を取られるこ

ともなく，便利であった。 

・使用する語彙や文型などを提示，定着させることで，発表に対する抵抗が少なくなった。 

・事前配布の単語一覧は授業後の練習問題を解く際に活用している姿が見られた。 

・今までは，日本語指導の中だけでしか日本語を指導していない状況であったが，今回の数学

の授業を実施して，生徒たちは，日本語を使って何かをするという体験ができた。 
② その他（他の在籍学級の児童や学校・保護者等学習環境に対する波及効果等） 
・指導者側の成果として，教科学習の中で日本語で説明させることで，生の日本語を引き出す

ことができたように感じた。また，言語とは別の思考をしながら，言語を使う生徒たちの様

子に，今までにない学習意欲・態度のようなものを感じることができた。 

・指導内容などの確認にあたり，数学科との連携を取ることができた。 
 
4 課題 
○数学については，理解支援は比較適容易であるが，実際の練習問題になると問題を読み取れ

ない，問題の条件に考えが及ばないところもあり，定着のためには，様々な応用問題に取り組

ませる必要性を感じた。 

○日本語指導担当者と各教科担当の連携が必要である。また，すべての教科担当が JSL カリキ

ュラムを理解し，授業に取り入れる工夫が必要である。 

○今回の授業において，編入当初から対象生徒に日本語指導をしてきた指導者が授業を行った

ので，学習者の語彙や文法レベルが把握できており，教材文のリライトや指導者側の語彙制限

など適切に行えたのではないかと思うが，今後，より多くの教師が授業をするためには，初級

の日本語指導とはどのようなものなのかを，どの教師も知っておく必要がある。また，生徒に

も，日本語で発表させるためには，体系だった日本語の指導なしで成り立つものではない。こ

の点を踏まえた日本語教育の普及も必要である。 
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